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● ウンシュウミカン

● エゴノキ

● キハダ（シコロ）

● クロガネモチ

● コシアブラ

● シナノキ

● ソバ

● ソヨゴ（フクラシ）

● タチアワユキセンダングサ

● トチノキ

● ナタネ（アブラナ）

● ニセアカシア（ハリエンジュ）

● ハゼノキ

● ホワイトクローバー（シロツメクサ）

● リンゴ

● レンゲ（ゲンゲ）
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説 明 山野に生育する落葉小高木。葉は卵形、尖頭、互生。
花は小枝端に総状花序で、白色 裂花を多数下垂する。

開花期 初夏
みつ源価値 主要みつ源VP、花粉源PP。良好な花蜜を分

泌し、花粉も採れる。
用 途 庭木G
分 布 北海道（日高）、本州、四国、九州、沖縄、朝鮮、

中国、フィリッピン北部。

●エゴノキ科 ●エゴノキ属
学名：StyraxjaponicaSieb.etZucc.

エゴノキ Egonoki別名：ロクロギ
（E）：Japanesesnowbell

説 明 果樹として栽培。常緑低木。葉は卵状皮針形―長卵
形、厚質、有柄、互生、葉柄翼。花は葉腋に多数の小花
をつける。果樹中第一のみつ源である。

開花期 初夏
みつ源価値 主要みつ源VP。ただし、花期が短く、気象の

影響を蒙りやすいのが欠点である。
分 布 主要地は、和歌山、愛媛、静岡、大阪、神奈川、広

島、徳島、愛知、山口、大分等である。
用 途 果樹HF

●ミカン科 ●ミカン属
学名:Citrusunshiu（Makino）Marcov.

ウンシュウミカン Unshumikan
（E）：SatsumaOrange

キハダ Kihada 別名：シコロ

説 明 各地の山地に生育する落葉高木。幹の外皮は淡黄褐
色、厚コルク質、縦溝内皮黄色。葉は奇数羽状複葉、小
葉は卵状楕円形～長楕円形、鋭尖頭、対生、裏面帯白。
雌雄異株。花は円錐花序につき黄緑の細小花をつける。

開花期 夏
みつ源価値 主要みつ源VP。良蜜を出し 群 kgを採取す

ることもある。蜜質は赤味をおびている。花粉は黄色。
用 途 肉皮黄色苦味、染料、薬用（ダラニスケ）。材は家

具、寄木、床柱。実は殺虫用。
分 布 北海道、本州、四国、九州の温帯。アジア東北部

●ミカン科 ●キハダ属
学名：PhellodendronamurenseRupr.var.amurense

クロガネモチ Kuroganemochi

説 明 暖地の山地に生育する常緑高木。葉は楕円形―広楕
円形、革質、全辺、長柄、互生。雌雄異株。花は葉腋に
短梗分枝し、淡紫色の小花をつける。

開花期 春
みつ源価値 主要みつ源VP。良蜜を出し花粉も採れる。蜜

は水色で芳香がある。
用 途 街路樹・公園SP・庭木G。防火樹。
分 布 本州中南部以西、四国、九州

●モチノキ科 ●モチノキ属
学名：IlexrotundaThunb.exMurray
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ソバ Soba 別名：ソバムギ （E）：Buckwheat

シナノキ Shinanoki

説 明 各地の山地に生育する落葉高木。幼条褐毛。葉は
斜条心臓形，鋭尖頭形、葉裏脈腋に淡褐色の繊毛、鋸
歯、長柄、互生。花は葉脈に長梗をぬき花穂で黄色花
を下向する。

開花期 夏
みつ源価値 主要みつ源VP。養蜂家は一般にアカシナと

呼びトチノキとともに、わが国の山の代表的みつ源で
ある。
年切りの傾向。山腹と平坦地、南向きと北向きでも
異なることが多い。肥沃地に繁茂する旺盛な壮齢木に
流蜜が多い。

用 途 材木W
分 布 北海道、本州、四国、九州（日本特産）

●シナノキ科 ●シナノキ属
学名：Tiliajaponica（Miq.）Simonk.

説 明 栽培種。 年生草本。茎は直立、分枝、淡緑色、紅
染、中空、葉は心臓形、鋭頭、互生。 花は茎頂葉腋枝
頭に総状花序で、白色または淡紅色の小花をつける。

開花期 夏秋
みつ源価値 主要みつ源VP、越冬用みつ源。ソバは生長が

早く、その開花期は長期に及ぶので、みつ源として価値
が高い。

用 途 食用、景観S

●タデ科 ●ソバムギ属
学名：FagopyrumesculentumMoench

コシアブラ Koshiabura

説 明 北海道から九州の山地の林内などにはえる落葉高
木。高さ m位。樹皮は灰褐色で枝は灰白色。葉は互
生し 枚の小葉のある掌状複葉、小葉の長さ ～
cm。花は晩夏。若芽をタラノキ同様に食用とする。

和名は木から樹脂液をとり、漉して塗料に使ったので
漉し油という。若芽は食用。材は箱、箸、下駄、経木、
版木にする。

開花期 晩夏
みつ源価値 主要みつ源VP

●ウコギ科 ●ウコギ属
学名：Eleutherococcussciadophylloides

（Franch.etSav.）Ohashi
（AcanthopanaxsciadophylloidesFranch.etSav.）
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タチアワユキセンダングサ Tachiawayukisendangusa 別名：オオバナセンダングサ

説 明 北アメリカ原産。沖縄ではサシグサとも言われる。
コセンダングサの変種。草丈 mくらい。頭花約
cm。種子は細長く先に小さなとげがある。

みつ源価値 主要みつ源VP、花粉源PP
用 途 周年花を咲かせ、蜜の質もよいため、特に沖縄の

養蜂家にとっては頼りになるみつ源植物である。
分 布 本州、沖縄、四国、九州

●キク科 ●センダングサ属
学名：B.pilosaL.var.radiataScherff.

ソヨゴ Soyogo 別名：フクラシバ

説 明 長野・山梨県より西の本州、四国、九州の暖地に成
育する常緑小高木。葉は卵状楕円形～皮針上楕円形、革
質、全辺、長柄、互生。雌雄異株。花は白色の小花をつ
ける。雄花は多数腋生。雌花は単一腋生。

開花期 初夏
みつ源価値 主要みつ源VP。良蜜を産し、好条件が伴えば

群 kg～ kg得られる。蜜は帯褐黄色、上質。
用 途 材は刷子木地、算盤球、木櫛、葉を褐色染料。庭木

G。
分 布 本州中、南部、四国、九州の暖帯。

●モチノキ科 ●モチノキ属
学名：IlexpedunculosaMiq.

トチノキ Tochinoki（E）：Horsechestnut

説 明 山地に生育、また栽植される落葉高木、樹高 m、胸高直径
mに達する。葉は掌状の複葉、対生、小葉は普通 、倒卵状楔形－
長楕円形、不斉重鈍鋸歯、下面赤褐色軟毛。花は枝端に円錐花序で、
白色で黄暈のある花をつける。

開花期 初夏
みつ源価値 主要みつ源VP
トチノキはシナノキとともにわが国山のみつ源の王座を占める。他
の山のみつ源樹と同様、年切の傾向があり年々不同。雨量が多く、
気温の高いことが流蜜を多くし、条件さえよければ 群 kgにお
よぶことがある。

用 途 街路樹・公園SP。財は漆器木地、机、家具、盆等。実は餅。
分 布 北海道、本州、四国、九州の山地。飛騨、十和田湖畔には多く

見られる。

●トチノキ科 ●トチノキ属
学名：AesculusturbinataBlume
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ナタネ Natane 和名：アブラナ （E）：Rapeseed

説 明 栽培種。越年生草本。茎は直立分枝、茎と下部の葉
は有柄、上部の葉は無柄、葉は羽状、葉緑に鈍 歯牙、
葉の表面は鮮緑色、裏面は白緑色。花は枝頭に黄色の有
梗花をつける。

開花期 春
みつ源価値 主要みつ源VP、花粉源PP、ポリネーション

対象PL。良蜜が採れる。越冬明けの繁殖に役立つ。最
近、「菜の花資源循環システム」の推進により、にわか
に注目されることとなった。

用 途 景観S、環境修復RE。種子より食用油、種粕は肥
料。

●アブラナ科 ●アブラナ属
学名：BrassicarapaL.var.nippo-oleifera

（Makino）Kitam.

ハゼノキ Hazenoki別名：リュウキュウハゼ

ニセアカシア Niseakashia 和名：ハリエンジュ
（E）：Falseacacia,locustacacia

説 明 栽植。北アメリカ原産の落葉高木。奇数 回羽状複葉、小葉は
楕円～卵形、葉は互生、有柄、薄質、鮮緑色、托葉は生長して針状
となる、花後莢果を結ぶ。花は葉液に花軸を出し白色の蝶形花を穂
状につけて下垂し香気を放つ。旗弁は下部帯黄色。ニセアカシアは
良蜜を産しその蜜質も上質であるが、開花期が短いのと、風雨に弱
いのが欠点である。開花期は普通 日くらいである。この植物は陽
性で湿地を好まず、緩斜地および乾燥した山の南側でよい生長をす
る。

開花期 初夏
みつ源価値 主要みつ源VP
用 途 景観S、砂防CE、環境修復RE。適応力強く、荒蕪地の植林

用、街路樹、庭園樹、公園樹、鉄道沿線樹等に適する。
分 布 全国に植栽されている。

●マメ科 ●ハリエンジュ属
学名：Robiniapseudo-acaciaL.

説 明 関東から西の暖地に生育、また栽培される落葉高木。
羽状服用、小葉は卵状皮針形－長楕円状披針形 ～
対、通常全辺、殆んど平滑、梢々無柄、有毛、紅葉する。
雌雄異株。花は円錐花序につけ、黄緑色の小花を腋生す
る。

開花期 初夏
みつ源価値 主要みつ源VP。良蜜を産し、九州地方では重

要な主要みつ源となっている。
用 途 実より製 。
分 布 本州の中南部、四国、九州の暖帯

●ウルシ科 ●ウルシ属
学名：RhussuccedaneaL.
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レンゲ Renge 和名：ゲンゲ （E）：Chinesevetch

リンゴ Ringo 別名:ジリンゴ （E）：Apple

ホワイトクローバー 和名：シロツメクサ
（E）：Whiteclover

説 明 ヨーロッパ原産の多年生草本。茎は細長く伸び、地
面を這い節よりひげ根を生ずる。薬は 個の小葉よりな
り複葉で互生する。花は多数の小蝶形花が集まって球状
をなし、普通白色であるが時に淡紅色を帯びていること
がある。授精作用が終わると花が下垂して、赤味を帯び
次に褐色に変ずる。土地に湿りがあり気温が高い時に盛
んに流蜜し、条件のよいときには － kgくらい採蜜
される。この植物は北海道における重要なみつ源であ
る。なお、暖地において堤に開花するもので花蜜を分泌
しないことがあり、この花の分泌には複雑性があるから
播種するとき注意を要する。

開花期 夏
みつ源価値 主要みつ源VP。蜜は淡黄色で上質である。
用 途 景観S、家畜飼料F
分 布 全国に野生。

●マメ科 ●シャジクソウ属
学名：TrifoliumrepensL.

説 明 小アジア、コーカサス原産で、江戸時代以前に渡
来した落葉高木。枝は帯紫色。葉は楕円形、鋭頭、細
鋸歯、初め両面有毛、後下面のみ短毛、有柄、互生。
花は数個の有梗花を枝頂につける。蕾は紅色、開花白
色、花梗有毛。良好なみつ源で、余蜜も得られるが、
開花前害虫駆除のため薬剤が撒布されるのが欠点で
ある。

開花期 春
みつ源価値 主要みつ源VP、ポリネーション対象PL
用 途 庭木G、園芸HF、環境修復RE
分 布 主産地は青森県、北海道、秋田県、岩手県、山形

県、長野県等。（温帯）

●バラ科 ●リンゴ属
学名：MalusPumilaMillvar.domesticaSchneider.

説 明 中国原産の越年生草本。根に根粒バクテリアが共生
し、空中の窒素を固定して蓄えるので緑肥として水田に
植えられる。また、道ばたなどに野生化している。茎は
基部で多数分枝し、地をはい、高さ ～ cm。葉は
～ 対の小葉からなる羽状複葉。小葉は長さ ～ mm
の倒卵形または楕円形である。葉のわきから ～ cm
の花柄を直立して出し、花は春、紅紫色ときに白色の蝶
花をつける。

開花期 春
みつ源価値 主要みつ源VP。良蜜が採れる。わが国の代表

みつ源。
用 途 景観S、家畜飼料F、園芸HF、緑肥用

●マメ科 ●ゲンゲ属
学名：AstragalussinicusL.
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〈参考〉

．蜜源価値による区分

【主要みつ源】（VeryImportantplants＝略VP）
ウンシュウミカン、エゴノキ、キハダ（シコロ）、クロガネモチ、コシアブラ、シナノキ、ソバ、ソヨゴ、タチアワユキセンダング
サ、トチノキ、ナタネ（アブラナ）、ニセアカシア（ハリエンジュ）、ハゼノキ、ホワイトクローバー（シロツメクサ）、リンゴ、レ
ンゲ（ゲンゲ）
【有力みつ源】（Importantplants＝IP）
アザミ類、イタチハギ、イタドリ、カキ、カラスザンショウ、カンキツ類、キハダ、クリ、ケンポナシ、サクラ類（ソメイヨシノ、
ヤマザクラ等）、サクランボ、セイタカアワダチソウ、センノキ（ハリギリ）、タンポポ、トウネズミモチ、ハナマメ、ビービーツ
リー（イヌゴシュユ）、ヘアリーベッチ、ベニバナインゲン（赤･白）、リョウブ、ユリノキ
【補助みつ源】（Usefulplants＝UP）〈省略〉

．用途による区分

【景観】（Sceneryplants＝S）
アーモンド、アカソバ（高嶺ルピー）、エゾミソハギ、オオハンゴンソウ、オオマツヨイグサ、カラシナ、キガラシ、キバナコスモ
ス、クリムソンクローバー（ベニバナツメクサ）、コスモス、サクラ類、ススキ、セイジ類、セイタカアワダチソウ、ソバ、タンポ
ポ、ナタネ（アブラナ）、ニセアカシア（ハリエンジュ）、ヒゴロモソウ（サルビア）、ヒマワリ、ヒメヒマワリ、ヘアリーベッチ、
ホワイトクローバー（シロツメクサ）、メマツヨイグサ、ラベンダー、レッドクローバー（ムラサキツメクサ）、レンゲ（ゲンゲ）
【街路樹・公園】（TreesforStreets＆Parks＝SP）
アオギリ、イタヤカエデ、イチョウ、イロハモミジ、エンジュ、クスノキ、クロガネモチ、コブシ、サクラ（ソメイヨシノ）、サル
スベリ、シダレヤナギ等、トウネズミモチ、トチノキ、ナンキンハゼ、トウカエデ、ヒトツバタゴ、ハナミズキ、マテバシイ、ヤナ
ギ、ユリノキ
【生垣】（Hedges＝H）、
イチイ、エニシダ、キョウチクトウ、キンカン、キンモクセイ、ギンモクセイ、クチナシ、サザンカ、サルスベリ、サンゴジュ、
チャノキ、ツツジ類、ツバキ、ドウダンツツジ、トベラ、ナナカマド、ナンテン、ネズミモチ、ハクチョウゲ、ハナツクバネウツギ
（アベリア）、ヒサカキ、ピラカンサ、フヨウ、ホソバヒイラギナンテン、マサキ、ムクゲ、ユキヤナギ
【庭木】（Gardentrees＝G）
アオキ、アセロラ、イチョウ、イヌツゲ、ウツギ類、ウメ、ウメモドキ、エゴノキ、オオシマザクラ、オジギソウ、カキ、カナメモ
チ、カリン、カンキツ類、キッコウツゲ、キンモクセイ、ギンモクセイ、クチナシ、クリ、クルミ、クロイチゴ、クロウメモドキ、
クロガネモチ、キョウチクトウ、ゲッケイジュ、サイカチ、サカキ、サクラ類、ザクロ、サザンカ、サルナシ、シモツケ、シンジュ、
スイカズラ、スモモ、ゼニアオイ、ソヨゴ、タイサンボク、タチアオイ、タニウツギ、タラノキ、ツゲ、ツツジ類、ツバキ類（カン
ツバキ、ナツツバキ、ヤブツバキ）、ドウダンツツジ、トゲナシハリエンジュ、トベラ、ナシ、ナツメ、ナナカマド、ニンジンボク、
ネコヤナギ（カワヤナギ）、ノイバラ、ノリウツギ、ハギ類、ハクモクレン、ハナミズキ、ハナモモ、ヒイラギ、ヒイラギナンテン、
ヒガンザクラ、ヒトツバタゴ、ヒメツバキ、ヒメリンゴ（アルプスオトメリンゴ）、ピラカンサ、ビワ、フジ、ブドウ、ブラックベ
リー、ブルーベリー、フヨウ、ベニイチゴ、ボケ、ボダイジュ、マサキ、マツ類、マヌーカ、マンサク、ミズキ、ミツマタ、ムクゲ、
メダラ、メハジキ、モクレン、モチノキ、モッコク、モミ、モミジイチゴ（キイチゴ）、モモ、ヤエヤマブキ、ヤツデ、シダレヤナ
ギ等、ヤマモモ、ラズベリー、リンゴ、レンギョウ、ロウバイ、ローズマリー、ユキヤナギ、ユスラウメ
【家畜飼料】（Feedforlivestock＝F）
イネ、クリムソンクローバー（ベニバナツメクサ）、トウモロコシ、ヘアリーベッチ、ホワイトクローバー（シロツメクサ）、レッド
クローバー（ムラサキツメクサ）、レンゲ（ゲンゲ）
【園芸（果樹を含む）】（Horticulture＆fruittree＝HF）
アイスランドポピー、アサガオ、アザミ類、アニスヒソップ、アマリリス、オオハンゴンソウ、オシロイバナ、オミナエシ、オラン
ダイチゴ、カキ、寒咲きナバナ、キク類、キバナコスモス、キンセンカ、グラジオラス、クリ、ゲンノショウコ、ケイトウ類、ケシ、
コスモス、コリウス、サクランボ、シオン、ジギタリス、シシトウガラシ、シソ、シュウカイドウ、シュウメイギク、シュンギク、
シロタエヒマワリ、ズッキーニ、スモモ、センニンソウ、センブリ、ダリア、ダンギク、タンポポ、ナシ、ノウゼンカズラ、中小バ
ラ類（モウッコウバラなど）、チョウセンアサガオ、ツバキ類、ツユクサ、ツリガネソウ、ツルレイシ（ニガウリ）、ツワブキ、トウ
モロコシ、トケイソウ、ナデシコ、ニトベギク、ニラ、ネギ、ノウゼンカズラ、ハナスベリヒユ、ハナトラノオ、ハナビシソウ（カ
リフォルニアポピー）、ヒゴロモソウ（サルビア）、ヒマワリ、ヒメヒマワリ、百日草、ヒヤシンス、ビワ、フイリヤブラン、フク
ジュソウ、フジバカマ、ベゴニア、ヘチマ、ホウセンカ、ホトトギス、マツバボタン、マンゴスチン、ミント類、モモ、ヤナギラン、
ヤブラン、ラベンダー、リアトリス、リンゴ、レンゲ（ゲンゲ）、ユウガオ、ユリ、ヨメナ類
【砂防】（Controlofsoilerosion＝CE）
ニセアカシア（ハリエンジュ）、ハギ類、ヒメヤシャブシ、ヤシャブシ
【環境修復】（RecoveryofEnvironment＝RE）
アカザ、アジサイ、アブラナ科植物、アメリカセンダングサ、イタリアポプラ、イネ、ウツギ、エニシダ、エンジュ、オオシマザク
ラ、カクレミノ、キク科植物、キョウチクトウ、クチナシ、クヌギ、クワ、ケヤキ、コスモス、コナラ、コブシ、シクラメン、シダ
レヤナギ、シロイヌナズナ、セイタカアワダチソウ、タバコ、ツユクサ、トウカエデ、トウモロコシ、ナズナ、ナツツバキ、ナンキ
ンハゼ、ニセアカシア（ハリエンジュ）、ノゲシ、ハマヒサカキ、ハルジオン、ヒサカキ、ヒマワリ、ヒメジﾖオン、フサアカシア、
プラタナス、ベニバナ、ポプラ、マサキ、ミズナラ、メマツヨイグサ、シダレヤナギ等、ヤマモモ、ユーカリ、ユズリハ、ヨモギ、
リンゴ
【誘引】（Attractants＝AT）
キンリョウヘン
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